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                                     校長 山添 和人 

２月中旬、育児放棄や暴力等による虐待によって、未来ある幼児の尊い命が奪われ

るという事件が、テレビや新聞で報道されていました。このような報道がある度に、

「またか」、「なんとかならなかったのか」と心を痛めつつ、未然防止の取組を一層強

化してほしいという思いが膨らみます。もちろん、各自治体の取組は進められている

のですが、残念なことに、悲しい虐待事案は繰り返し発生し、増加の一途を辿ってい

ます。 

虐待が誘発される要因はいろいろありますが、主に以下の３つの要因がきっかけと

なって虐待につながるケースが多いようです。 

 左記の主な要因を見ると、親

の精神的、経済的安定がとても

重要であると感じます。また、

それと同時に、その安定には、

地域や学校の存在が大きいと改

めて思います。子どもが張り切

って登校し、学校での頑張りや

健やかな成長を担任の先生から

聞いたり、日頃の育児への不安

や悩みについて、近所の同世代

の友人や地域住民から相談にの

ってもらったり、共感してもら

ったりしていたら、精神的に追

い込まれるということは薄らぎ、本来愛しいはずの我が子に手をあげたり、育児を放棄したりするなどと

いう選択肢は浮かんでこないのではないでしょうか。そして、孤立することなく、周囲の支えを得なが

ら、どのように目の前にある困難（経済的な困難も含めて）を家族で乗り越えていこうかといった、前向きな

気持ちが心に広がるのではないでしょうか。 

 世の中がどのように変化しようと、科学が進歩して便利になろうとも、未来を担う子どもが安心して、

心豊かに成長していくためには、これからも、家庭教育の充実と、それを取り巻く地域と学校との良好な

つながり、「人のつながり」が益々重要になってくると思われます。 

 伊米ヶ崎小に赴任してもうすぐ１年になります。素直で心優しい子どもたちが、毎日元気に登校し、生

き生きと学校生活を送る姿を見る度に、「伊米ヶ崎の子どもたちはご家族と地域の愛に包まれているんだ

な」と感じます。また、保護者の皆様のＰＴＡ活動への惜しみない協力と地域の皆様による学校の教育活

動への積極的な支援は、「子どもたちの成長を伊米ヶ崎地域全体で支えていくんだ」という熱意の表れと

して受け止めています。心より感謝申し上げます。これからも、このつながりをずっと大切にしてきたい

なと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 
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１ 親の要因 
◇育児への不安。 ◇親自身が虐待を受けたことがある。 
◇親に医療とつながっていない病気や障害がある。 
◇望まない妊娠を受け入れることが困難。 
◇妊娠中に問題が発生し、子どもへの愛着形成が不十分。 

２ 子どもの要因 
◇かんしゃくをおこす。こだわりが強い子。（育児がしにくい） 

 ◇病気や障害があり、介護がたいへん。 
３ 家庭をとりまく環境の要因 
◇核家族化（相談できる人がいない）  
◇近所付き合いがなく、孤立している。 
◇経済的な不安とそれに伴う夫婦喧嘩。 

 

2月 20日・21日の朝、児童玄関において、PTA活動に 

よる「能登半島地震の募金活動」が実施されました。多く 

の子どもたちから募金をしていただきました。集まった 

お金は県 PTA連合会を通じて、災害義援金として被災地に 

贈られます。ご協力ありがとうございました。  

～能登半島地震の募金活動～ 



【子どもたちの活躍・表彰】 

【校内スキー大会】 

～お願い～ 

＜３月の主な予定＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９日（火）授業４限 下校 13:40 

２０日（水）春分の日※祝日 

２１日（木）３学期終業式  下校 11:50 

２２日（金）第 77回卒業証書授与式 

２５日（月）離任式 ※春休み（～４月７日） 

１日（金）六年生を送る会 

７日（木）委員会 ※今年度最終 

１４日（木）４・５・６年６限授業 

卒業式練習 

１８日（月）卒業式練習 

 

＜大 賞＞ ５年 （児童名）  

＜準大賞＞ ３年 （児童名）        

＜優秀賞＞ ３年 （児童名） 

＜奨励賞＞ ５年 （児童名） 

５年 （児童名） 

５年 （児童名）        

     ４年 （児童名） 

２月７日（水）に校内スキー大会（クロスカントリースキー）がありました。 

伊米ヶ崎小の子どもたちは、3 学期がスタートしてから、体育の授業や放課後の課外クロカン部（４

～６年生のみ）の活動を通して、クロスカントリースキーに取り組み、技能を伸ばし、体力を高めてき

ました。この日は、その取組の成果を発揮する場です。風もほとんどなく、小雪がちらつく雪国らしい

穏やかな天気のもと、子どもたちは、自分の立てためあて達成をめざして大会に臨みました。 

前半は４～６年生のレースです。低学年の時から親しんでいるクロスカントリースキーであるため、

もちろん個人差はあるものの、みんな一定の技能を身に付けています。上手にストックを使い、体勢を

調整しながら板に体重を乗せて勢いをつけ、スムーズに滑る姿が多く見られました。 

後半は１～３年生です。上学年と同様に、次々にスタートしていきました。上学年と比べると、レース

中に転んでしまうことが多いですが、決してくじけませんでした。最後まであきらめず力強く滑り、ゴ

ールを目指しました。とても素晴らしかったです。 

そして、何より素晴らしかったのが、全校の応援です。レース中、応援の声が途切れることはありませ

んでした。下学年は上学年へ、上学年は下学年へ心を込めて力強い声援を送っていました。 

がんばる仲間を思いやり、応援する気持ちを込めたみんなの声がグラウンドいっぱいに響きわたる心

温まる校内スキー大会でした。 

今回の大会は、ご多用にもかかわらず、ＰＴＡの校内委員会のみなさんと教養委員さんからご協力
いただきました。皆様のおかげで良好な環境の中で大会を実施することができました。また、たくさ
んの保護者・地域の皆様から応援していだたきました。皆様のご声援と温かいまなざしの中で、子ど
もたちは練習の成果を出し切ることができたことと思います。ありがとうございました。 

市内小中学校でインフルエンザが流行っており、当校でもインフルエンザや風邪症状をうった
える児童が増えてきました。  
先月より、予防の取組を心掛けているところでが、ご家庭におかれましても、引き続き、帰宅

後の手洗い、うがい、十分な睡眠等、予防への声掛けをお願いいたします。 


